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問題で窓のない息の詰まる雰囲気になりがちである．
これから病気の診断や治療を受けようとする患者は，
上記のような閉鎖的な空間では不安な気持ちでいっぱ
いとなり，ストレスフルな状態に陥ってしまう．
　戦後，日本の医療はアメリカの医療を学び，現在で
は量的には非常に充足してきている．これからはどん
な医療を受けたいかという質的に充実していく段階に
ある1），2）．この方向に沿って，医療の質的向上を図るた
め，医療の現場において患者が感じるさまざまな意見
を抽出・評価するためのアンケート調査が，近年多く
行われている．これは，医療機関および医療スタッフの
提供する医療が，患者にとってどの程度満足するもの
であったか，なかったかの満足度調査などである 3），9）．
当院でも，患者の安心や居心地の良さを向上させる目
的で，放射線治療室の廊下と天井にバイオフィリック
デザインを取り入れ，仮想窓（以下，バーチャルウイ
ンドー）を2017年に導入した．メーカーはSky 

Factory Japan，商標名はスカイシーリングである．

緒　言
　放射線診療は，医療の中で役割を増しつつあり，な
くてはならない存在となっている．しかし，放射線診
療の環境は機器の大型化はもとより，治療室も遮
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【Abstract】
　In recent years, pictures and paintings have been introduced to improve the psychological sense of security of patients 
undergoing medical examinations and treatments.
　In this study, a questionnaire survey was conducted with 35 patients undergoing radiation therapy to understand and 
evaluate the emotional experience of whether a virtual window is effective in reducing anxiety at examination and treat-
ment. The questionnaire included open-ended questions, and responses were analyzed by text mining. Results from the 
text reconstructed by Word Clouds and a two-dimensional map, and dependency-based semantic analysis showed that 
the structural effect of the brightness integrated with the lighting attachment, which is a feature of the virtual window, 
was beneficial to the patients, suggesting that the virtual window is effective to reduce anxiety at the examination and 
treatment.

キーワード：バーチャルウインドー，放射線治療患者，アンケート調査，患者満足度，テキストマイニング

【要 旨】
　近年，検査・治療を受ける患者の不安を和らげる目的で，写真や絵画の掲示が行われている．
　本研究では，バーチャルウインドーに検査・治療時の不安を軽減する効果があるのか，感情体験について把握し評価することを目
的に，35人の放射線治療患者にアンケート調査を行った．アンケートは自由記述回答文を含むもので，ワードクラウドや2次元マッ
プにより再構築された文章，係り受け解析などからテキストマイニングで解析を行った．バーチャルウインドーの特徴である照明機
器と一体化した明るさを持つ構造効果が患者に伝わり，検査・治療時の不安を軽減する効果をもたらすことが示唆された．

バーチャルウインドーが放射線治療患者に
与える影響についてのアンケート調査
Questionnaire survey on the impression of virtual windows on radiation therapy patients
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ここで「バイオフィリア」について説明を加えると，バ
イオ＝生命／自然＋フィリア＝愛の語源を持ち人間が
自然と交わりたいと望む，本能的または遺伝的な欲求
を示す概念および仮説4）として，ハーバード大学の生
物学者エドワード・O・ウィルソンによって提唱された
ものである．多様な自然環境と気候に触れ合うことを
通して，人間は心身の健康を促進し養うことができ，継
続的に自然との接触を保っていなければならないと説
いたこの概念は，環境心理学5）や環境建築学6）の分野
でバイオフィリックデザインとして取り入れられ評価
されている．近年，医療環境にも取り入れられるように
なったが，その効果についての評価は行われていない． 

　本研究では，放射線治療患者に記述回答文を導入し
たアンケートを行い，User Local AIテキストマイニ

ング 7）で解析を行った．テキストマイニングは近年，
看護学や心理学などの分野において多く用いられてい
る方法8），11），13），14）であり，その様式や内容がさまざま
な自由記述の回答文から客観的に傾向を把握すること
が可能である10），12），15），16）ことから，今回使用するこ
ととした4）．今までは個々のアンケートや自由記述文
の集合体では見えづらかった印象の全体像や意見の系
統をまとめ，バーチャルウインドーに検査・治療時の
不安を取り除く効果があるのかについて検討した．

1．対　象
1-1　対象
　対象者は，当院において放射線治療実施中である患

者35人とし，無作為に抽出した放射線治療の期間中
で10回目前後の患者である．年齢は40歳から89歳
までで，男女比をFig.1に示す．
　調査期間は2019年7月1日から2020年1月31日
までとした．回答率は100%であった．

2．調査方法
2-1　検査室・治療室に対する部屋の印象
　検査・治療を受ける患者に対して検査室・治療室に
対する印象について調査を行った．調査方法はアン
ケートを用いて行った．使用したアンケートをFig.2

に示す．バーチャルウインドーの比較対象には，当院
の検査室天井や廊下に設置してある写真や絵画を対象
に比較を行った．アンケートの自由記述文についてテ
キストマイニング解析を行った．

 

Fig2．Questionnaire contents 1Fig.2　Questionnaire contents 1
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2-2　 バーチャルウインドーに対してのワードク
ラウド

　バーチャルウインドーに対してのワードクラウドに
ついて調査した． 

　調査方法1で得られた検査室・治療室に対する部屋
の比較対象別印象の違いにおけるアンケート結果と，
アンケートの自由記載欄で得られた結果をテキストマ
イニングにより解析した．その解析結果を基にワード
クラウドを作成し，バーチャルウインドーを言い表す
言葉を種類別に表現させ浮かび上がらせた．

2-3　出現語の2次元マップ
　2次元マップを作成して導き出される出現語から文
章を作成した．

2-4　自由記載文の結果から係り受け解析
　最後に，バーチャルウインドーを放射線治療で経験
した印象を，Fig.3に示すアンケートの自由記載欄に
記入してもらった．そして自由記載文の結果から係り
受け解析を行った．

3．結　果
3-1　検査室・治療室に対する部屋の印象　
　Fig.4に，検査室・治療室に対する部屋の印象の結
果を示す．
　検査室・治療室に対する部屋の比較対象別印象の違
いについて，患者は無地壁紙の場合において緊張を感
じていた．さらに信頼感を感じていた．またイラスト

 

Fig3．Questionnaire contents 2Fig.3　Questionnaire contents 2

Fig.4　Impressions for each laboratory
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壁紙の場合において無地壁紙よりも落ち着きを感じ，
明るいイメージを抱いていた．さらにバーチャルウイ
ンドーでは，明るさを感じ気持ちも落ち着くことが分
かった．

3-2　 バーチャルウインドーに対してのワードク
ラウド　

　ワードクラウドの結果をFig.5に示す．スコアが高
い単語を複数選び出し，その値に応じた大きさで図示
し，単語の色は品詞の種類で変更した．名詞を青色，
動詞を赤色，形容詞を緑色，感嘆詞を灰色で表した．
バーチャルウインドーを言い表す言葉が品詞別に表現
され可視化できた．
　名詞では，「青空」や「パネル」「検査」などのタイ

トル関連ワードが多く見られ，「無機質」や「威圧的」
などは医療機器の印象を表現していた．
　動詞では，「澄み切る」「解きほぐす」など，落ち着
きや安心といった印象のワードが見られた．形容詞で
は，「明るい」「暗い」「わざとらしい」など，ネガティ
ブワードが見られた．このワードクラウドは文字の大
きさだけではなく，色・字体・向きに変化をつけるこ
とで，文章の内容をひと目で分かりやすく表している．
印象の可視化もできた．

3-3　出現語の2次元マップ
　アンケートの自由記載欄で得られた結果から2次元
マップ（Fig.6）を作成し，これを基に文章を作成した．
　2次元マップより作成した文章を以下に示す．

奇麗奇麗

奇麗

Fig.6　Two-dimensional map

Fig.5　Word cloud
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1． 無機質な検査・治療室に明るい写真があると，
気分が解放できた．

2． 病院スタッフに案内され緊張して部屋に入ると，
壁紙のパネルが見え安心できた．

3． 暗い部屋で大きい機械があると思っていたが，
天井で印象が変わり良いと感じた．

4． 部屋の天井の青空がきれいで雰囲気が良く，不
安な気持ちが強かったがなくなった．

　この文章で，患者が前向きな気持ちになっているこ
と，多くの意見の総まとめとして，患者が検査・治療
に対して前向きな気持ちになっていると仮説を立てる
ことができた．

3-4　自由記載文の結果から係り受け解析
　係り受け解析では，「名詞」に係る「形容詞」につ
いての解析結果を表示した．ネガティブな係り受け関
係であると判定した文章をピックアップしていった
（Table 1）．
　1．room（部屋）－dark（暗い）
　2．light（明かり）－dark（暗い）
「放射線の検査室は明かりが暗いところが多いのです
が，個人的には明るい方が安心します」（アンケート
自由記載文から）
　3．panel（パネル）－want（ほしい）
　4．examination（検査）－want（ほしい）
「他の検査室にもこのパネルを付けてほしい」（アン
ケート自由記載文から）
　5．hospital itself（病院自体）－6．old（古い）
「病院自体が古いので，ここまできれいな部屋がある
とは思わなかった．検査・治療を大切にしている病院

だなと思いました」（アンケート自由記載文から）
　名詞－形容詞の係り受け解析結果として「スコア」
は，出現回数やその係り受け関係が全組み合わせのう
ちに占める割合などを複合的に判断し，独自に算出し
た数値である．特異度のようなものと解釈している．
異質な文章や意見ではスコアが上がるので，多数決で
埋もれてしまう反対意見などはここでピックアップ可
能である．係り受け解析のネガティブワードは検査環
境に対するネガディブワードであり，バーチャルウイ
ンドーに対するネガティブではなかった．

4．考　察
4-1　検査室・治療室に対する部屋の印象について
　患者は，無地壁紙の場合において緊張を感じてい
た．さらに信頼感を感じていた．これは，無地壁紙の
場合，検査・治療に伴う圧迫感や痛みを連想させるこ
とが，緊張感を持たせることにつながっていると考え
られる．また信頼感は，無機質な方が誠実をイメージ
させるといったことが関与していたと考えられる．
　次に，バーチャルウインドーに「明るい」との印象
が多かったのは，窓のない検査室・治療室の環境にお
いて緊張を和らげる効果につながると考えられ，バー
チャルウインドーの特徴である照明機器と一体化し，
明るさを持つ構造効果が伝わったことを示していると
考えられる．

4-2　ワードクラウドの表示について
　「青空」「パネル」「解きほぐす」「澄み切る」などの 

ワードが多く得られた．特に「澄み切る」という形容

Table1. Dependency analysis of “noun-adjective” 
from open-ended questionnaire

Noun - Adjective Negative /positive score Number of appearances
room(部屋） - dark(暗い） negative 22.1

panel(パネル) - desired(ほしい) negative 11
 examination（検査） - desired(ほしい) negative 11

hospital itself（病院自体） - old(古い） negative 11
176.0lartuen)い多(ynam-）査検（noitanimaxe 
176.0lartuen）い良(doog-）所場（ecalp
176.0lartuen）い良(doog-）ンータパ（nrettap

light（明かり） - dark(暗い） negative 14.0
feeling（気持ち） - good(良い） positive 133.0

clean（奇麗） - good(良い） positive 133.0
panel（パネル） - bright（明るい） positive 152.0

clear（奇麗） - bright（明るい） positive 152.0

Table 1　Dependency analysis of “noun-adjective” from open-ended questionnaire

07



Arts and Sciences学　術

24（816）◆ 日本診療放射線技師会誌 2021. vol.68 no.826

詞が抽出されたことは，比喩表現を用いて表現するほ
どの好感触な意見が多く得られている．バーチャルウ
インドーがリラックスさせていることを確認できたと
考える．

4-3　2次元マップより作成した文章について
　作成した文章は，バーチャルウインドーをイメージ
したことが表現されていた．患者が前向きな気持ちに
なっていることが表現されたのは，バーチャルウイン
ドーの存在と明るさによって緊張を和らげる効果がも
たらされたからであると考える．

4-4　 アンケートの自由記載文の結果から係り受
け解析について

　係り受け解析により多数意見に埋もれがちな少数意
見を拾い上げ，一般的な検査・治療環境に対するネガ
ティブ表現であり，バーチャルウインドーへのネガ
ティブではないことが分かった．その理由としては，
アンケートより，他のX線検査室や放射線治療室にも
欲しいという意見があったことからである．

5．結　論
　バーチャルウインドーについてアンケートを行い，
テキストマイニング解析を行った．個々のアンケート

や自由記載文の集合体では見えづらい効果の全体像
や，意見の系統を把握することができた． 

　バーチャルウインドーは，検査・治療を受ける患者
に対し不安を軽減する効果をもたらすことが示唆され
た．

6．本研究の限界と今後の課題
　アンケートの回答者は無作為である．治療10回目
前後の患者をターゲットにアンケート調査を行った理
由として，治療患者への配慮のつもりであった．照射
開始時などは，いろいろな説明を受け混乱している方
が多いことを肌で感じていた経験から，初回時にアン
ケートの説明と同意を得ることは難しいと考えた．ま
た初回時などパネルに気が付かない患者もいたことよ
り，治療回数をある程度重ねてからの回答をお願いし
た．パネルの存在に気付いたか否かの質問を行ってお
り，35人中6人は治療を開始してしばらくは気が付
かなかったと回答している．
　テキストマイニング解析では，アンケート数が少な
いため男女傾向や年代別の傾向は表れなかった．ビッ
グデータを用いて視覚的に分かりやすく表示する効果
があるが，今回は35人の自由記載文であり，頻度の
高低を客観的に把握するにはデータ数が少ない．回答
数を増やし解析を進めることが今後の課題である．
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